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株式会社アイデアスプラウト（本社：京都府京都市、代表取締役：寺井俊裕）は、越境消費市場

での事業開発を通して、日本の「いのちとくらし」の商品・サービスとライフスタイルの魅力を

中国・アジアに発信する株式会社クロスボーダーエイジ（本社：東京都千代田区、代表取締役：

春山祥一）とともに、日本の市販薬（一般用医薬品）やサプリメントを大量に購入していく中国・

アジア等の訪日旅行者にむけて、日本の常備薬文化のアピール、セルフメディケーションの向上、

そして店頭でのアップセルに貢献する「組立式くすり箱」を開発しました。 

 

薬局・薬店の店頭で、薬剤師・登録販売者が積極的に市販薬等について説明・販促をしなくと

も、このビジュアル・マーチャンダイジング（VMD）のツールに整然と陳列された市販薬やサプ

リメント、衛生材などを消費者が手に取って見ることで、消費者が常備薬を連想し、必要なもの

の購入に誘導される「くすりのマネキン」として御活用いただきたく、今次販売を開始いたしま

す。価格は 1セット 13,800円（税別）です。 

かつて日本のどの家庭にもあった常備薬・くすり箱は、自身と家族の体調を把握し、適切な薬

を自宅に常備することで、病院・診療所への通院回数を減らし、医療費を節約するとともにセル

フメディケーションの向上に貢献していました。しかし、薬局・薬店などで手軽に薬が入手でき

るようになったことから常備薬の習慣がなくなり、いざという時に処置が遅れ、簡単に治る病気

や怪我でも病院・診療所に通うケースもあるようです。 

 

一方で、日本の市販薬は、特に中華圏からの訪日旅行者に人気が高く、観光庁の統計によると、

中国大陸からの旅行者の 73.1％が「医薬品・健康グッズ・トイレタリー」品を平均 25,739円購入

しています（訪日外国人消費動向調査：平成 29年 1～3月期）。ところが、中華圏には常備薬の習

慣はありますが、日本のように伝統的な配置薬と、健康保険組合の「薬箱セット」配給の歴史を

もたないため、家庭のセルフメディケーションに必要十分な常備薬が管理されておらず、特に中

国では漢方を含む処方薬と市販薬など、これまで購入したものがすべて衣装ケースなどで保管さ

れているため、誤使用によるトラブルも少なからず発生しているようです（JETRO「中国経済」

2014年 11月号特集記事『中国「セルフケア」市場に向けた日本企業の課題』）。 

 

このような背景を踏まえ、特に中華圏からの訪日旅行者に対して、日本の常備薬文化とセルフ

訪日旅行者に日本の常備薬文化とセルフメディケーションをアピール 

薬局・薬店の「マネキン」としてアップセルに貢献する「組立式くすり箱」販売開始 



メディケーションをわかりやすく紹介し、かつ薬局・薬店の店頭で消費者が自らセット購入率を

高めアップセルにつながる有効な販促ツールとして「組立式くすり箱」を提供させていただきま

す。 

 

台湾の薬粧研究家で台湾／香港を中心に数多くの日本ドラッグストア関連情報をまとめた書籍

を執筆している著名な作家 鄭世彬（チェン・スービン）氏は、「日本の市販薬は中華圏の消費者

にとても人気があります。しかし、買いたい商品があっても探すのが大変ですし、買い忘れるこ

ともあります。また、そもそも知らない、存在を気づかない商品も多くあります。日本の商品は

日々進歩していますから、「組立式くすり箱」のような日本の常備薬の世界を紹介する「くすりの

マネキン」があると、きっと商品を手に取って見たくなりますし、並べられている商品にも興味

がわいて買いたくなるかもしれません。外装をオリジナルデザインにすれば、ドラッグストアチ

ェーンの PRにもなるでしょうし、「この箱ごと欲しい」と言い出す訪日旅行者もいるかもしれま

せん。」と評価してくれました。 

また、「組立式くすり箱」は、日本のセルフメディケーションを訪日旅行者に紹介することも意

図し、「お薬カレンダー」と「添付書類フォルダ」をセットにしています。 

■お薬カレンダー：海外には見られない便利グッズとして、介護保険以降に業務用から高齢者の

いる家庭に普及し、最近は小さな子どもを持つ母親にも普及しています。 

■添付書類フォルダ：十分読まずに捨ててしまいがちな市販薬の添付文書等を一元的に収納・管

理することができます。 

 

「組立式くすり箱」概要 

 

 

パーツは折畳み、菓子箱大の箱に収

納できます。 

配送や未使用時の管理にも便利で

す。 

 

組立てた後は、一覧性があり使いや

すいデザインにしました。 

 

添付書類フォルダ・お薬カレンダー

が中央ポケットに収納されていま

す。 

お薬カレンダーは多言語対応です。

使わないときは畳んで収納できま

す。 

市販薬・処方薬の添付文書やお薬手

帳は付属フォルダに一元管理でき

ます。 



 

この「組立式くすり箱」の詳細については、株式会社アイデアスプラウト、株式会社クロスボ

ーダーエイジの担当までお問い合わせください。 

 

【本ニュースリリースに関するお問い合わせ先】  

株式会社アイデアスプラウト 

担当：経営企画室長 松井陽子 

〒606-8305 京都市左京区吉田河原町 14番地 京都技術科学センター本館地階 B11号室 

電話：075-708-3148  FAX：075-708-3149 

E-mail：info @ideasprout.co.jp   HP：http://ideasprout.co.jp 

 

株式会社クロスボーダーエイジ 

担当：経営企画室長 小森谷祥明 

住所：〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-1-5 ベンチャーKANDA 511号室 

電話：03-5577-7630 FAX：03-5577-7631 

E-mail： info@crossborder-age.co.jp   HP：http://crossborder-age.co.jp/ 

 

製品の側面の背景色は、薬・サプリ

メントの剤型をイメージしました。

薬包紙が鳩（平和の象徴）になって

日本から駆けつけ、牡丹の花弁を加

えて再び飛び立つ姿に「相互交流」

の意味を込めています。 

 

デザインの意匠登録・実用新案を日

本および中国において取得してい

ます。 

 


